



A Study on Principles and Methods of Cultural Study m History Education:










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































構成原理 時数 主な発問(MQ) 学習 内容 獲得 される知識 （目標）
問題の設定 第一 時
な ぜ、 厂茶」 が日本
社会 に普及し たのだ
ろうか ？
当時 の社会 に「茶」 が
普及してい った理 由に
ついて
「茶」 は、 栄西によって「薬」 としての認識され るよ
う になり、 栽培か一般化す ることで「一 服一 銭のお茶」
として庶民 にも普及していっ た。そ の後、 ギ ャンブル
であ る「 闘茶」 が登場す るか、 その背景には、 貴族や
新興 勢力 を 中心として、「 バサラ」 という派手 な もの
を好む社会 か存在 して いた。
体験 による直 接的理解
第二 時




として の性質 につ いて
「闘茶」 は、 ４種類の茶 の銘柄を当 てるというル ール
で行 われ、 継続 性を伴う 厂ギ ャンブ ル」 の性質を持つ
も のであ った。
第三 時




それぞ れの意味 につ い
て
厂茶道」 は、 成立条件として茶礼 や茶室があり、 これ
らが意味 するものは、 当時 の室 町社 会の特色と対応し
ている。
体験 による理 解の一 般化 第四 時
な ぜ、 厂闘 茶 」 が
匚茶道」 へ と変 化し
たのだろうか ？①
「 ギ ャン ブ ル」 か ら
「茶道」へ変化したきっ
かけ となっ た応仁 の乱
の影響 について
匚茶」 のあ り方 が「闘茶」か ら 厂茶道」 へと変化した





な ぜ、「 闘 茶 」 が





















































































【教授書】第一時 厂なぜ、茶が日本社会に普及したのだろうか？」（１時 間で実 施）




・私たちが「日本の伝統」 と考え てい るものが誕生し たの
は、一般的にいつの時代と言われるだろうか？
・私 たちの日常 にあ る茶は、 喉を うるお す他 にどのよ うな
役割があるだろうか？
・本 時から、 茶の役 割を歴史的 に学習し てい くことを通し
て、 日本 の伝統が確立し たと言 われる室町時代 の社会の























・僧侶以外 の人 々は、「 薬」 として の「茶」をど のよ うに
みていたのだろうか？
・なぜ、農民 はお茶を飮むことを恐れたのだろうか？
・なぜ、 茶か僧侶以 外の人 々に普及するようにな ったのだ
ろうか？
・僧侶以 外の人 々に「 茶」 か普及 するようにな ったのは、
ある遊 びが生 まれたからであるが、 この遊 びとはどのよ
うな ものだろうか？
・現在 の社 会に存在する「 闘茶」 と同じ「遊 び」 はどのよ
うな ものかあるか？
・このような遊びは、 どのような人々の間で流行したか？










































・ 奈良時代o 「団茶」 という団子状の固形物を溶かして飲 むものか伝来
し た。
・ 味も苦 く、 人々の必需品にならなか った ため。 希少なものだったか
ら。
・鎌倉時代。
・栄西 によって、 中国から抹茶という飮茶 の方法か 日本 に持 ち帰り、
３代将軍源頼実 の二 日酔 いを 治して「茶」 の「薬」 としての効能か




」 ＝ 厂薬」 ＝ 匚善い もの」 と みていたか、農民層 には
匚茶」＝ 匚薬」＝「悪い もの」と恐れられてい た。







・パチンコ、スロ ット、競馬な どのギ ャンブル。
・貴族や新興武士など の有力者。 このよ うな人 々は、 京都に在住して
いたO
・ 勢力 か京都に集中していることか ら、有力 者の一 極集中型社会であ
ると言えるO
・派手な もの、豪華なものに対して美しいと思 っていた。















・ギ ャンブルとし ての「闘茶」 か生 み出され、貴族や新興武士 に受 け
入れられたため。








・プリントに基づいて、 本時の学習 のねらい （室町文化を










・代表決定戦 のル ールについ て説 明する。
【代表決定戦】
・ ３人を １グル ープとして４つ のグル ープをつくる。
・グル ープ内の１名か目隠しを し、他のメンバーが３つの
お茶から１つを選び、目隠しを したメンバーが飲むO
・ 目隠しを 外し、カ ップ に汲まれている3 つ のお 茶を 順番
に飲み、最初 に飲んだお茶を 当てる。




・決勝進出者に くじを引いて もらい、お茶の正解パター ン
を決定するO
・4 種類のお茶を 飲み、銘柄の味を覚えるO







・代表 に選ぱれなかったメンバーにはア シスタ ント として手 伝いを す
る。




・な ぜ、 ギャンブ ルとして の闘茶が当時の人々 にうけたの
だろうか？
・ アンケートを記入するo
・ 自身 の感想 と共 に、 そのよ うに感じ た理 由について も書
くよう指示するo
T:発問する。
P:答える。 ・ギャンブルは難しさを伴 うか、 ギャンブルによって得られる楽しさ
は、 そのギ ャンブルを また何度 もやりたいと思わせる影響力を持つ
ものであるから。
第四時・第五時 厂なぜ、闘茶が茶道へと変化したのだろうか？①②」（２時間で実施）
教師の指示・ 発問 教授学習 活動 資料 予想される反応・獲得させたい知識
導
入
・闘茶か社会に普及していった理由につい て確 認し、前 時
の復習を行う。
・ 厂茶道」 は何を目的としてい るものか？
・な ぜ、 ギ ャンブル としての「 闘茶












・ 厂闘茶」 かギャンブルとしての役割を担っていたこと、人 々の娯楽
として普及していったこと。


















・応仁の乱 によ って、自分 の家か全壊したら皆さんはどの
ように思うか？
・ この資料か ら、当時 の人 々はど のような ものを美しいと
思っていたと考えられるだろうか？
・このよ うに、 簡素で質素な状態を美しい とする美意識 の
ことを何というか？




































・ 厂懶惰 の帝王」「年上好 みの女好き」という評価から、義政 の人物像
について予想する。
・将 軍職に対して熱意がなく、弟 の義尋（ 後の義 視） に何度 も将軍職
に就 くよう に打診しているから。文化人 として生きようとしたからo
・「 日本史上最大の悪 妻」
・関所で金銭を巻き上げ たこ とか ら。 執着心が強かったから。義政 の
恋人を失脚させたからo 義 尚を どうしても将軍にするた めに敞 の武
将に賄 賂を贈ったから。
・一 つの要因として、8 代将軍義 政と日野富子 のわがままな判断によ っ
て起こったことを理解する。
・フランシスコ・ ザビエ ル。この時、ザビエルは荒 廃した京都を見て、





・放心 状態になるo むなしさを感じるo 呆然 とな る。 このような無常
観を「 わび・さび」 とい うＯ
・簡素で質素な状態のもの、何か物足りない状態 のものO
・ 厂わび・ さび」であるo「 わび・さび」には肯定的な美 意識という側
面 かある。匚茶逆」を 行う部屋 の様式には、この美 意識か反 映さ れて






・なぜ、「闘茶」 は「茶道」 へ変化し たのだろうか？
・室町社会の特色はどのように説 明できるだろ うか ？美意
識の変化 と社会状況 の変化 に注目して説明して みましょ
うｏ 資料の歴史 学者 の意見を読 み、 これまでの学習を ふ







・応仁の乱によって下向した貴族 や新興武士 の美意 識が、派手で豪華
なものに価値をお くものから、 簡素 で質 素なものに価値をおく もの
へと変化したため。
・応仁の乱を契機 として、「バサラ」 に象徴されるように派手 で贅沢な
ものに価値を置 く社会から、厂わび・さ び」に表現されるように質素
な ものに価値を置 く社会へ と変化し た。 また、有力者 の一極集 中型








































































『社会科教育論叢』第42集, 1995年, pp.65 
―78.
8）以下の考察は，森分孝治『現代社会科授業理論』
明治図書> 1984年を手がかりに行った。
９）森分孝治『現代社会科授業理論』明治図書バ984年，
p.187.
10）同上, pp.187 ―189を参照。
11）探求としての社会科授業構成については，森分孝
治『社会科授業構成の理論と方法』明治図書バ978年
を参照のこと。
12）森分前掲書(1984年), p. 186.
13）同上, p.177を参考に筆者作成。
14）この点については
，次の文献を参考に検討した。
鵜木毅匚文化史学習」森分孝治・片上宗二編『社会
科重要用語300の基礎知識』明治図書,2000年, p.231.
15）同上
。
16）同上。
17）宮崎正勝『知っておきたい匚食』の日本史』角川ソフィア文庫｡2009年, p.87.
18）村井康彦『茶の文化史』岩波新書S 1979年, pp.197-
198.
19）同上, pp.199.
20）榎原雅治『日本の時代史11一揆の時代』吉川弘文
館, 2003年> pp.255
―256.
21）桜井英治は
，次の著書の中で応仁の乱後の社会状
況を守護在京原則の崩壊と守護判物の多用という現
象から説明している
。『日本の歴史12室町人の精神』
講談社学術文庫, 2009年, pp.318
―323.
22）｡本単元は
，前任校の倉敷市立工業高等学校にて実
践したものである。本アンケートは，闘茶を体験さ
せた後に第三学年の電気科12名
，機械科11名の計23
名にて実施した
。質問事項は，次の通りである。①
「闘茶
」を実際に体験することで，当時行われていた
文化に対して理解を深めることが出来たか？（結果）
23人中20人が匚はい」，２名匚いいえ」，１名「どちらとも言えない」と回答。②「闘茶」を実際に体験
― 120 －
することで、歴史に対して興味・関心を持つことが
できたか？（結果）23人中20人が匚はい」、２名匚い
いえ
」、１名「どちらとも言えない」と回答。③もし、
機会があれば当時行われていた文化を実際に体験し
たいと思うか？（結果）23人中20人が匚はい」、２名匚いいえ」、１名「どちらとも言えない」と回答。④
（生徒の）感想
・・普段あまり意識せずに飲んでいる
お茶でも時代が変わると違うものになるということ
に気づくことができた。身近なお茶を通して、当時
の社会や時代の特徴を理解することができるということを知り、歴史に興味を持った等。
